
さが農村のよさ発掘・醸成事業
（農業・農村のよさを再発見!!）

佐賀県 農林水産部 農山村課

[ 令和７年度（実績） ]



○県民意識の醸成（広報・啓発活動、子どもの意識の醸成等）

そこで・・・・さが農村のよさ発掘・醸成事業（Ｈ１５～）
 農業・農村の持つ多面的機能や自然豊かな農村空間等の魅力を広く県民に知ってもらうとともに、

地域住民等による農地や土地改良施設等をはじめ、農村環境の保全活動の推進を図る。

○地域住民活動への支援（棚田保全活動の支援、ふるさと水と土指導員の活動支援等）

農業・農村の役割

農業生産、県土保全、美しい
景観、伝統文化など

過疎化、高齢化、混住化などによる
集落機能の低下や担い手の不足

農地や土地改良施設の適正な維持管
理が困難

農村の現状・課題

農業・農村の持つ多面的機能の低下



＋

佐賀県ふるさと水と土保全対策基金

基金を造成し、運用益等により事業を実施

［中山間ふるさと・水と土保全対策基金］
（ふる水基金）

■目 的 ： 農地や土地改良施設の保全

■造成期間 ： 平成５年度～平成９年度

■造成金額 ： ６．７億円(国１／３・県２／３)

■残 高 ： ５８６百万円（R７年度末）

［中山間ふるさと・水と土保全推進基金］
（棚田基金）

■目 的 ： 棚田地域の保全

■造成期間 ： 平成１０年度～平成１２年度

■造成金額 ： ６億円(国１／３・県２／３)

■残 高 ： ５０１百万円（R７年度末）

【さが農村のよさ発掘・醸成事業】 （Ｒ７年度事業費（実績） １５，１１２千円）

①農業・農村の持つ多面的機能に対する県民意識の醸成
・広報啓発活動（さが棚田ネットワークＨＰ・ＦＢ、佐賀新聞Fit ECRU等）
・子どもの意識の醸成（ふるさと「さが」水と土探険支援事業、フォトコンテスト等）

②地域住民活動への支援
・ふるさと水と土指導員の資質向上（全国研修会等）

  ・棚田保全活動の支援（指定棚田地域保全活動支援事業、棚田ボランティア等）

【佐賀県中山間ふるさと・水と土保全対策基金】

（Ｒ7年度運用益（利息）      ３，９０６千円）



基金運用益と事業費の推移（H5~R7）



棚田の役割や佐賀県内の棚田のPR、

イベント情報などを随時掲載中。

〈更新頻度〉

①-3 さが棚田ネットワークFacebook

棚田のイベント情報や日常の様子、写真などを随時掲載中。

さが棚田ネットワーク特設サイトと連動。

①-1 さが棚田ネットワークホームページ

農林事務所、農山村課で投稿

①-2 さが棚田ネットワーク特設サイト

令和3年3月5日より運用開始。

県内棚田の紹介に加え、アクセス方法、

県内棚田のめぐりコースなどについて

紹介。

Instagramと連動しており、最新の情報

を随時更新。

【令和７年度の主な取組内容】

令和８年（2026年）3月5日 時点
フォロワー数 686人！！
投稿 １件（令和7年度）

Facebook
令和８年（2026年）3月5日 時点
フォロワー数 78人
投稿 ３件

Instagram
令和８年（2026年）3月5日 時点
フォロワー数 36人
投稿 ９件

アカウント移行
期間中（R7.1～）

県民意識の醸成①
【棚田保全への意識醸成】



県民意識の醸成②
【子どもの農業・農村に対する意識醸成】

④ ふるさと「さが」水と土探検支援事業

ふるさと水と土指導員等が主体で実施する農業・農村
に対する理解やふるさとへの愛着を深めてもらう体験
学習活動等を支援

田植え

農業施設見学

生き物調査

農作物収穫

令和７年度 １８地区で実施 

③ 佐賀平野「水と歴史」の探検隊

小学校４～６年生を対象に、土地改良施設や農業・農村に

   関係した歴史的施設等の役割を学ぶために見学会を実施

21回目！
８月22日開催
26名の子どもたち
が参加しました

②佐賀新聞 Fit ECRU 広告記事  



⑤ SAGAよか農フォトコンテスト2025

【テーマ】農業や農村を支える人 【募集期間】令和７年１月１日～令和７年６月３０日
#佐賀の農山村で推しを探してみた  

最優秀賞

県民意識の醸成③
【農業・農村に対する意識醸成】

計109作品の応募がありました。

「植える米に愛情を乗せて」 「今かすっけん、ちょっとまてぇ」

優秀賞

「田まわり」

ノベルティー配布

応募作品を使用したノベルティーを配布しました。

・2026年（令和８年）カレンダー 750部
・クリアファイル   5,000部

優秀賞



地域住民活動への支援①

①地域リーダー等の支援（研修会）

全国研修会

・令和７年度「田んぼの学校」指導者養成研修（千葉県）

 令和６年６月５日～６月６日
 野田自然共生ファーム
 県職員３名、ふるさと水と土指導員２名の計５名参加

・令和７年度棚田学会シンポジウム

 令和７年８月２３日
 早稲田大学
 県職員２名、ふるさと水と土指導員１名の計３名が参加

全国研修会

・第30回全国棚田サミットin別府
令和７年11月１日～11月２日

 県職員２名、ふるさと水と土指導員２名の計４名が参加

県内研修会

・棚田を活かす研修会

令和８年３月16日

 参加者：計48名
（棚田地域、ふるさと水と土指導員、市町職員、県職員等）



地域住民活動への支援②

④佐賀県指定棚田地域保全活動支援事業

目的：地域住民による棚田地域の農地や
土地改良施設の保全活動等を支援

事業主体：市町、地域住民組織
事業内容：（１）棚田地域ビジョン策定支援

（２）棚田保全活動支援
補 助 率 ：（１）定額５万円

   （２）２／３（補助金上限80万円）

令和７年度 保全活動やイベント等を支援（10地区）

法面補修作業（農地保全）

棚田イベントの開催

地域での話し合い

草刈り 景観植物の植栽支援

⑤佐賀県棚田ボランティア支援事業

目的：企業等による棚田ボランティア活動を支援し、
活動の定着を図る。  

事業主体：地域住民組織
補助金額：１協定につき２０万円以内

     令和７年度 6地区 6協定の活動を支援

③ 棚田ボランティア協定締結
棚田地域と企業等で「棚田ボランティアに関する協定書」を締

結し、棚田の保全活動やイベント支援など、共同作業を行う。

令和７年６月25日に締結
江里山の棚田 × 水田建設（株）
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